
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
大
き
な
変
化
を

踏
ま
え
、
平
成

年
度
か
ら
は
、
工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

水
道
局
に
移
管
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用

す
る
企
業
土
地
管
理
局
へ
と
改
組
し
、
保
有
土
地
の
有
効
活
用
、

処
分
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山本よしかず県議会報告
“ふるさとちば”のための政策推進を
平成 ２８ 年 １ 月 １ 日（金曜日） 第 ９ 号

番
号
利
用
法
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
開
始
に
伴
い
、
法
に
よ
り
規
定
さ

れ
た
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
、
庁
内
に
お
い
て

も
特
定
個
人
情
報
の
授
受
を
可
能
と
す

る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

幕
張
メ
ッ
セ
会
場
承
認

月

日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
、

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
車
い
す

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
テ
コ
ン
ド
ー

の
４
競
技

に
つ
い
て
、
幕
張
メ
ッ
セ
を
会
場
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

11

12

千
葉
県
教
育
振
興
大
綱

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
、
郷
土

と
国
を
愛
す
る
心
や
日
本
人
と
し
て
の

誇
り
を
育
む
こ
と
、
熱
意
あ
ふ
れ
る
教
員

の
育
成
な
ど
、
教
育
の
根
源
的
・
普
遍
的

な
考
え
方
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

28

個
人
番
号
の
利
用
開
始

（吉田松陰 格言より）

月
県
議
会
で
は
県
土
整
備
部
の
補
正
予

算
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
度
内
に
終
了
し
な

い
事
業
に
つ
い
て
、
適
正
な
工
期
を
確
保
す

る
た
め
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
す
る
ほ
か
、
来

年
度
以
降
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
、

債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
行
う
。
ま
た
、
一
般

国
道
１
２
８
号
実
入
バ
イ
パ
ス
事
業
（
仮
称
）

新
実
入
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
ほ
か
を
含
め
た

契
約
関
係
と
横
浜
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
端
を

発
し
、
県
内
に
も

件
の
デ
ー
タ
の
流
用
等
が

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
、
元
請
施
工
者
に
対
し
、

傾
斜
・
ひ
び
割
れ
等
の
有
無
に
つ
い
て
の
調

査
や
施
設
の
安
全
性
な
ど
の
確
認
を
求
め
る

と
と
も
に
、
県
で
発
注
し
た
３
件
は
、
県
と
し

て
独
自
に
現
地
調
査
及
び
く
い
工
事
の
施
工

デ
ー
タ
の
照
合
を
行
い
、
デ
ー
タ
の
流
用
等
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

23

企
業
庁
後
継
組
織
に
つ
い
て

企
業
庁
は
、
昭
和

年
に
開
発
部
と

し
て
発
足
し
、
以
来
約
半
世
紀
に
わ
た

り
、
土
地
造
成
事
業
や
工
業
用
水
道
事

業
を
担
い
、
浦
安
市
か
ら
富
津
市
に
至

る
「
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
」
を
創
出
し
た

ほ
か
、
「
幕
張
新
都
心
」
や
良
好
な
居
住

環
境
が
整
う
「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
の

開
発
な
ど
、
本
県
の
基
盤
整
備
を
推
進

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
千
葉
県
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
も
の
と

考
え
ま
す
。

34

明けましておめでとうございます。

２０１５年最後の県議会に望む山本義一県議

至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
も
の
は
、

未
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
る
な
り

『
精
い
っ
ぱ
い
の
誠
意
で
相
手
に
接
す
れ
ば
、

そ
れ
で
心
を
動
か
さ
れ
な
い
人
は
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、
人
を
動
か
そ
う
と
思
っ
た
ら
、

ま
ご
こ
ろ
を
持
っ
て
、
精
い
っ
ぱ
い
の
心
で

接
す
る
べ
し
。
』

12

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大
筋
合
意
を
受

け
、
県
内
中
小
企
業
へ
の
海
外
展

開
支
援
の
基
本
的
な
考
え
方
は
ど

う
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

工
業
製
品

に
係
る
関
税
が
品
目
や
金
額
ベ
ー

ス
と
も
最
終
的
に
九
九
・
九
％
撤

廃
さ
れ
る
が
、
通
関
手
続
き
な
ど

が
複
雑
か
つ
多
岐
に
渡
る
こ
と
か

ら
、
情
報
提
供
を
丁
寧
に
行
い
な

が
ら
、
総
合
的
な
支
援
が
必
要
と

な
る
た
め
、
中
小
企
業
に
対
す
る

相
談
窓
口
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
活
用
に
関
す

る
手
引
書
の
整
理
、
技
術
開
発
や

販
路
開
拓
へ
の
支
援
に
加
え
、
国

の
支
援
策
の
活
用
促
進
も
含
め
、

中
小
企
業
の
戦
略
的
な
取
組
に
対

し
て
、
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

１２ 月 県 議 会 特 集

１２

月

定

例

県

議

会

自

民

党

代

表

質

問

海
外
か
ら
の
農
産
物
と
の
競
合

が
激
化
す
る
中
、
本
県
農
業
の
体

質
強
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

よ
る
関
税
削
減
に
よ
り
、
本
県
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、

生
産
者
の
経
営
力
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ

メ
を
は
じ
め
、
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
品
目
の
経
営
安
定
対
策
の
強
化
、

経
営
感
覚
に
優
れ
た
担
い
手
の
育

成
や
輸
出
拡
大
な
ど
、
成
長
産
業

化
に
向
け
た
体
質
強
化
対
策
に
対

す
る
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
生

産
者
が
引
き
続
き
意
欲
を
持
っ
て

経
営
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

本
県
農
林
水
産
業
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
分
析
、

把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

国
が
示
し

た
コ
メ
や
畜
産
物
な
ど
の
分
析
結

果
を
基
に
、
本
県
の
地
域
特
性
を

十
分
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
機
関
と
意
見
交
換

を
重
ね
、
実
情
の
把
握
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

再質問
輸
入
畜
産
物
と
の
競
合
が
想
定

さ
れ
る
本
県
畜
産
業
の
経
営
基
盤

の
強
化
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

本
県
の
畜

産
農
家
が
将
来
に
わ
た
り
、
意
欲

を
持
っ
て
生
産
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
国
の
政
策
大
綱
を
踏
ま
え
、

県
で
は
、
新
た
な
所
得
補
て
ん
制

度
が
十
分
活
用
さ
れ
る
よ
う
務
め

る
と
と
も
に
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

を
中
心
に
、
新
技
術
の
導
入
や
国

産
飼
料
の
利
用
拡
大
な
ど
を
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
、
収
益
力

の
高
い
生
産
構
造
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
で
経
営
基
盤
を
強
化
し
て

い
く
。

新
た
な
輸
出
国
の
開
拓
な
ど
、

県
産
農
水
産
物
の
輸
出
拡
大
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

県
で
は
、

国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
対
策
を
活
用
に

加
え
、
新
た
な
輸
出
国
や
輸
出
品

目
の
開
拓
な
ど
に
務
め
な
が
ら
、

事
業
者
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
台
湾
な
ど
に
向
け
て
一

日
も
早
く
輸
入
規
制
が
解
除
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。



ヨッシー君で～す。 ☞ＨＰもご覧ください。…

国
際
医
療
福
祉
大
学
と
の

交
渉
に
お
い
て
は
、
地
域

医
療
へ
の
具
体
的
な
貢
献

策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求
め
、

ま
た
、
看
護
師
を
引
き
抜
く
つ
も

り
は
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
結
果

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
県
と
し
て
も
対
策
を
講
じ

な
が
ら
地
域
医
療
へ
の
支
障
が
な

い
よ
う
に
交
渉
を
進
め
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

検索 ホームページ：http: //www . yoshikazu -52 . jp/

山本 よ しかず
FAX ０４３(４４０)７０３０事務所

☆ 千葉県や八街市に対してのご意見、ご希望をお聞かせ下さい。

県 議
〒289-1116八街市中央２０－１１

TEL ０４３(４４０)７０７０

、

国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
成
田
市

内
に
医
学
部
新
設
に
向
け
た
現
状

は
ど
う
か
。

森
田
知
事
答
弁

国
に
お
い
て
、

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学
が

事
業
者
と
し
て
決
定
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
新
設
さ
れ
る
医
学
部

が
地
域
医
療
へ
与
え
る
影
響
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
成
田
市
と
同

大
学
と
の
意
見
交
換
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

成
田
市
の
医
学
部
新
設
に
つ
い

て
、
県
が
支
援
す
る
と
し
た
場
合
、

事
業
者
に
対
し
て
何
を
求
め
て
い

く
の
か
。

森
田
知
事
答
弁

新
た
な
医
学

部
の
開
設
に
あ
た
り
、
地
域
医
療

へ
の
貢
献
に
加
え
、
医
師
、
看
護

師
等
の
引
き
抜
き
に
よ
る
混
乱
を

生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
を
成
田

市
と
と
も
に
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
に
対
し
て
、
提
示
を
求
め
具
体

的
な
対
応
策
を
確
認
の
う
え
、
支

援
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。要望

今
年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
訓
練
の
実
施
状
況
は
ど

う
か
。

諸
橋
副
知
事
答
弁

幕
張
メ
ッ

セ
で
発
熱
症
状
の
あ
る
方
を
入
場

制
限
す
る
実
動
訓
練
を
県
内
で
初

め
て
実
施
、
ま
た
、
県
内
で
の
患

者
ま
ん
延
を
想
定
し
て
、
千
葉
県

済
生
会
習
志
野
病
院
で
外
来
患
者

対
応
の
訓
練
を
実
施
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
で

実
際
に
患
者
が
発
生
し
た
際
に
、

迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
は
、
元

気
な
高
齢
者
の
活
躍
が
大
切
だ
が
、

県
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

諸
橋
副
知
事
答
弁

千
葉
県
生

涯
大
学
校
の
運
営
や
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
本
県
に
お
け
る
高
齢
者

の
仲
間
づ
く
り
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
「
元
気
高

齢
者
の
活
躍
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
元
気
な
高

齢
者
の
活
躍
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
今
後
の

展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

森
田
知
事
答
弁

東
京
丸
の
内

に
お
い
て
先
月
開
設
し
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
約
１
６
０
品

目
の
県
内
特
産
品
の
販
売
や
近
隣

レ
ス
ト
ラ
ン
と
連
携
し
た
千
葉
米

の
Ｐ
Ｒ
に
加
え
、
市
町
村
自
ら
に

よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
、
新
商
品
の
テ
ス

ト
販
売
、
移
住
定
住
相
談
会
な
ど
、

様
々
な
催
し
物
が
連
日
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
県
で
は
、
販
売
実
績
や

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、

新
た
な
特
産
品
を
含
む
県
産
品
の

市
場
評
価
や
、
地
域
の
知
名
度
な

ど
に
関
す
る
調
査
・
分
析
を
通
し

て
、
今
後
の
展
開
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

圏
央
道
の
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
全
線
開
通
に
向
け
、
県
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

本
年
６
月

７
日
に
神
崎
・
大
栄
間
が
開
通
し

た
こ
と
に
よ
り
、
県
内
区
間
の
約

８
割
が
開
通
し
、
残
り
の
大
栄
・

横
芝
間
に
つ
い
て
は
、
全
線
に
わ

た
り
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
、

月
時
点
の
用
地
進
捗
率
は
、
約

三
〇
％
と
国
か
ら
聞
い
て
お
り
ま

す
。
県
と
し
て
は
、
早
期
全
線
開

通
に
向
け
て
、
千
葉
県
土
地
開
発

公
社
に
よ
る
先
行
取
得
や
、
沿
線

市
町
と
と
も
に
組
織
す
る
「
用
地

取
得
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

の
積
極
的
な
活
動
な
ど
に
よ
り
、

10

国
の
用
地
取
得
を
引
き
続
き
、
最

大
限
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

外
環
道
の
平
成

年
度
開
通
に

向
け
た
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

髙
橋
副
知
事
答
弁

外
環
道
は
、

県
北
西
部
の
慢
性
的
な
交
通
混
雑

の
緩
和
に
つ
な
が
る
極
め
て
重
要

な
道
路
で
、
県
内
区
間
の
用
地
取

得
が
完
了
し
、
現
在
、
京
葉
道
路

と
接
続
す
る
（
仮
称
）
京
葉
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
や
京
成
本
線
菅
野
駅

交
差
部
な
ど
、
全
線
に
わ
た
っ
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成

年
度
の
開
通
に
向
け
、
外
環

道
工
事
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
引

き
続
き
、
国
と
高
速
道
路
会
社
に

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

29

29

外
環
道
（
仮
称
）
京
葉
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
化
に
向
け
、

県
は
ど
う
取
組
ん

で
い
く
の
か
。

森
田
知
事
答
弁

外
環
道
と
京

葉
道
路
と
を
相
互
に
接
続
し
、
都

心
へ
の
交
通
分
散
や
非
常
時
の
迂

回
機
能
な
ど
、
大
き
な
役
割
を
担

う
立
体
交
差
施
設
で
す
が
、
現
段

階
で
は
、
京
葉
道
路
の
千
葉
方
面

と
、
外
環
道
の
高
谷
方
面
と
を
接

続
す
る
、
二
つ
の
ラ
ン
プ
計
画
が

未
着
手
の
状
態
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
速
や
か
に
機
能
制
限
の
な

い
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
化
を
図

る
こ
と
が
防
災
に
お
い
て
も
必
要

不
可
欠
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
早
期
着
手
を
国
や
道
路
会
社

に
対
し
、
強
く
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

月
に
公
表
し
た
、
「
県
立
学
校

改
革
推
進
プ
ラ
ン
・
第
３
次
実
施

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
」

は
、
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
作
ら
れ
た
の
か
。

内
藤
教
育
長
答
弁

県
教
育
委

員
会
は
、
社
会
の
中
で
常
に
志
を

持
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
や

倫
理
観
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職

業
観
等
を
育
む
教
育
の
推
進
な
ど
、

今
後
の
高
校
改
革
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
示
し
、
多
様
な
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
環
境

１１

を
整
備
し
、
本
県
の
将
来
を
支
え

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
具

体
的
な
計
画
を
と
り
ま
と
め
公
表

し
ま
し
た
。

「
第
３
次
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
案
）
」
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に

県
立
高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め

る
の
か
。

内
藤
教
育
長
答
弁

キ
ャ
リ
ア

教
育
の
充
実
に
向
け
た
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
市
川
南
高
校
に
本
県

初
と
な
る
保
育
基
礎
コ
ー
ス
を
設

置
し
、
生
徒
に
基
礎
的
な
知
識
や

素
養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
夢
や
意
欲
、
職
業
意
識
を
育

み
ま
す
。
ま
た
、
職
業
系
専
門
学

校
の
充
実
を
図
る
た
め
の
学
科
再

編
成
や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
た
防
災
の
学
び
の
導
入
な

ど
、
魅
力
あ
る
高
等
学
校
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

北
村
新
司
八
街
市
長
は
じ
め
、

加
藤
弘
八
街
市
議
会
議
長
、
八

街
市
優
良
特
産
落
花
生
推
奨
協

議
会
の
皆
さ
ん
と
安
倍
総
理
へ

八
街
産
落
花
生
を
３
年
続
け
て

お
届
け
し
ま
し
た
。

北
村
新
司
八
街
市
長
は
じ
め
、

八
街
商
工
会
議
所
女
性
会
糸
久

美
津
子
会
長
・
宮
田
志
津
枝
副

会
長
が
麻
生
財
務
大
臣
へ
八
街

産
落
花
生
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

安
倍
総
理
か
ら
は
、
「
世
界
一
美
味
し

い
」
と
麻
生
財
務
大
臣
か
ら
は
、
早
速
、

今
夜
の
「
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
」
に
し
て
い

た
だ
く
と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

安
倍
総
理
か
ら
は
、
「
世
界
一
美
味
し

い
」
と
麻
生
財
務
大
臣
か
ら
は
、
早
速
、

今
夜
の
「
ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
」
に
し
て
い

た
だ
く
と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

八
街
産
業
ま
つ
り
で
薬
物
乱
用

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。

木更津市アウトレット内の千葉県観光

情報館を視察する山本県議

八
街
産
業
ま
つ
り
で
薬
物
乱
用

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。


